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研究データ利活用協議会平成29年度第1回研究会
「デジタルアーカイブ」と「研究データ」

～データの保存と活用へ、ライブラリアンとアーキビストの挑戦
【国内事例報告】



歴史的典籍ＮＷ事業の目標と現在
2014（平成26）年度から人文系で初めての大規模学術フロンティア促進事業として

「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」（歴史的典籍NW事業）がスタート

■期間: 2014-2023
■Goals:
(1) ３０万点の画像データの作成 ⇒あらゆる分野の古典籍の

全冊画像をWeb上で公開（研究の基盤構築）。

(2) 国際共同研究ネットワークの構築

(3) 国際共同研究の推進 異分野融合研究・総合書物学など

現状：約 74,000点 (約 10,250,000コマの画像)
・約 600,000 点の書誌
・約 22,000 コマにタグ (約 120,000 タグ)

国の目指す方向！



『菓子話船橋』関孝和 『括要算法』

『諸職絵本葛飾新鄙形』

画本虫撰（狂歌絵本）貝原益軒『大和本草』

古典籍いろいろ（多様なジャンル）



DOIを付与し永続性を担保

新日本古典籍総合DB 典籍１つ１つにDOI付与



国文研における古典籍資料へのコード付与ルール
①図書番号（登録番号）…モノとしての受入順に付与
②請求記号…分類体系にのっとり付与される

③書誌ID…目録データベースに登録された時点で付与
④パーマリンク…書誌IDレコードごとに（リンクURL）
⑤DOI…画像公開時に書誌ともども付与

DOIは当館の書誌IDをもとに作成 10.20730/書誌ID
書誌ID…９桁の半角数字からなる。
【先頭数字でそのデータ種類が分かる】

2＝国文研に所蔵する和漢古書（原資料を当館所蔵）
1＝当館所蔵のマイクロフィルム・デジタル資料
0＝原資料ではなく公刊等された各所蔵目録類からデータ採録したもの【古典籍総合目
録書誌DATA】

書誌IDから ⇒ パーマリンク：書誌のみ
⇒ ＤＯＩ：書誌＋画像＋テキスト…

画像のあるものにDOI（研究データなどの研究資源という位置付け）
画像単位ではなく作品単位 ⇒ 引用の煩わしさの回避



結果の安定性（いつでも確認可能）の確保

そうでなければ研究基盤構築と言えない！
古典籍を現代に生かす＝大規模学術フロンティア促進事業

研究データ公開にあたっての考え方

【検討の経緯】
＊はじめにＤＯＩありきではなかった
＊国文研主導共同研究

期間：平成26(2014)年4月～（２ヶ年）

趣意書：本研究では具体的に、簡易でわかりやすい典籍についてのコード、また
画像コードを提供することが利用者の利便に直結するも
のであると考えた。（略）現在用いられている “文庫コード－請求記号” はユ
ニークに特定することが可能ではあるが、（略）今後も有効であるのか。
どのようなコードが、活用の可能性を最大限に引き出せ
るのか。また、国際標準として通用するのか。

国文研学術情報
リポジトリより公開



昨年度下旬（2016）、
国文研は、DOI登録機関
（RA）に認定された日本で
唯一の機関ジャパンリンク
センター（JaLC）の一般
会員（正会員）に入会

コードをめぐる議論や研究の隆盛 時宜を得たテーマ
公開系DBにデジタルオブジェクト識別子（DOI）の導入へ

2015年度
リーフレット
作成

論文に引用する古典籍にDOIを明示しましょう
――検証可能な学問に向けて――



人文学研究における基盤データは「書物」

検証可能な人文学研究の構築へ

資料の「断片・引用」の上に論を構築する学問

検証の手続きとして同様の閲覧手続きが必要《実証》

書物…大学・図書館等所蔵
研究者：各地の図書館等に訪問して書物を閲覧、複写請求等して論文に引用

引用の際、良心的な研究者は請求番号等記載

検証を怠りがちな現状

論拠となる作品画像に、安定的に辿り着けるDOI
論文等に引用



人文系ならではの悩み：閲覧状況でキチンと仕分けを

この人本当にこの本見
たんだろうか？
Web上の情報をコピペ
しているみたいだけど

いかに表記するか
○図書館で原資料を閲覧…論文に図書館の請求番号記載
○WEBでデジタル画像閲覧…DOI等記載【研究データとして】
○国文研で紙焼き本、マイクロ等閲覧…その旨記載

DOIはWebでの閲覧請求番号

Web上でみた画像を
どう論文に書いたら
いいんだろう？

素朴なギモン

研究の衰退：本当にみていないのに見ていると記述する人
余談だが著名な研究者の翻刻本文でも信頼できない
⇒だから古典籍画像は必要



DOIで必要な作品にすぐアクセス

古典籍は同一書名でも異なるもの多い
閲覧状況でも分かること分からないことが異なる



市民参加型での
共同研究の可能性

【研究成果】

【社会貢献活動】

国際学会誌「スペースウエザー」
に論文が採択！

2017年4月12日
朝日新聞夕刊10面

市民参加型文理融合ワークショップ開催

異分野融合研究 国立極地研究所との共同研究

（古典籍を）読める人文研究者×読めない理系研究者等 とのコラボ
多様な古典籍 データとして使わない手はない！

古典籍は1％しか継承されていない「知」の宝庫

2017年9月24日
NHKニュース

典籍防災学
の醸成へ



典籍からの復元 江戸料理へのまなざし CODHと共同

味の素食の文化センター
和食関係古典籍３００点公開

https://www.syokubunka.or.jp/library/edo-books/

古典籍が身近な存在へ 社会と繋がる古典籍

江戸料理データセット
クックパッドとのコラボ

三越伊勢丹とのコラボ
2017年9月20日～2週間



ちょっとお知らせ 古典籍を使ったアイデアソン開催
いろんな人とアイデアを出し合いたい！

12月8日（金）大阪駅前で開催（本日より申し込みサイト解禁）

江戸料理レシピも
ここから生まれた…



岩波文庫
「源氏物語」 ←←国文研はそうした取り組みを

はじめています

Web社会の進化のなか
DOIの《元へ辿る力》を活用
だれでも検証可能に
研究者も、市民の方も

シチズンサイエンスへ繋ぐ

まずはDOI記載を推奨から



ご静聴ありがとうございました
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